
常
楽
経
師
伝
は
既
に
先
学
に
よ
っ
て
、
秀
れ
た
研
究
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
経
師
門
流
伝
記
に
関
す
る
伝
承
と

山
根
師
『
日
経
上
人
御
消
息
集
』
に
見
ら
れ
る
二
三
の
人
物
に
つ

い
て
、
考
察
す
る
。
拙
稿
ｌ
常
楽
院
日
経
小
伝
ｌ
参
照

経
師
の
師
僧
伝
承
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
「
日
設
説
、
日
戒

説
」
が
あ
り
、
仰
の
日
股
伝
承
の
根
拠
と
し
て
、
茂
原
市
大
塚
家

伝
承
に
よ
れ
ば
、
宮
谷
本
国
寺
七
世
、
国
府
関
如
意
輪
寺
四
世
日

精
（
１
）
は
、
経
師
の
説
に
同
調
弟
子
の
礼
を
取
り
、
自
己
の
本
尊

に
経
師
の
師
弟
相
承
を
付
記
し
て
、
相
伝
せ
し
め
た
と
云
わ
れ

る
。
そ
の
本
尊
付
記
は
『
慶
長
十
七
壬
子
南
呂
十
五
日
、
信
心
旦

越
、
大
塚
外
記
授
与
之
』
と
あ
り
、
右
肩
に
「
不
惜
身
命
日
経
上

人
」
左
肩
に
「
大
僧
正
日
設
上
人
」
と
自
記
し
て
居
り
、
普
通
は

妙
満
寺
歴
代
と
し
て
は
、
日
義
、
日
運
、
日
泰
、
等
の
各
師
を
連

ね
る
の
に
、
日
精
は
特
に
日
什
末
流
代
々
聖
人
と
し
て
経
師
の

生
前
中
に
「
日
股
、
日
経
」
の
二
師
を
列
記
せ
る
は
注
目
す
べ
き

あ
る
。

常
楽
経
師
門
流
伝
記
の
考
察

中

村

孝
也

参
考
に
経
師
門
下
に
お
け
る
、
師
弟
相
承
を
付
記
し
た
一
例
を

挙
げ
る
と
、
上
行
寺
日
応
の
本
尊
「
日
経
、
日
秀
」
の
二
師
を
付

記
し
た
も
の
が
、
二
幅
所
伝
さ
れ
て
い
る
。
（
川
崎
省
吾
、
穴
倉

健
吉
蔵
）

宮
谷
本
国
寺
檀
林
は
、
日
精
の
代
に
始
ま
る
と
所
伝
さ
れ
、
経

師
の
弟
子
境
智
日
秀
が
、
本
国
寺
学
室
に
て
勉
学
の
所
伝
が
あ
る

の
と
参
照
す
れ
ば
、
日
経
の
説
に
同
調
、
茂
原
在
如
意
輪
寺
に
陰

居
、
本
国
寺
を
兼
帯
し
た
日
精
（
清
）
の
教
化
が
、
日
秀
の
経
師

に
投
ず
る
遠
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

福
俵
本
福
寺
の
伝
承
と
し
て
、
故
畑
台
観
師
説
に
よ
れ
ば
、
経

師
は
師
弟
相
承
の
縁
故
に
よ
っ
て
、
本
福
寺
住
職
に
な
っ
た
と
す

る
寺
伝
が
あ
っ
た
と
云
わ
れ
、
本
福
寺
は
日
泰
の
弟
子
日
行
の
開

基
で
あ
り
、
東
金
本
漸
寺
過
去
帳
に
よ
る
と
、
日
行
の
弟
子
が
日

股
で
あ
っ
て
、
日
股
の
弟
子
が
日
経
と
推
定
す
れ
ば
、
そ
の
寺
伝

も
参
考
に
な
ろ
う
。
残
念
乍
ら
本
福
寺
過
去
帳
並
に
所
伝
文
書
の

欠
失
に
よ
り
、
今
後
の
江
戸
期
の
時
代
写
し
の
精
査
を
期
待
し
た

い
。
い
の
日
戒
伝
承
と
し
て
は
、
妙
泉
寺
先
住
某
師
の
説
に
依
れ

ば
、
大
網
白
里
町
北
吉
田
妙
泉
寺
の
、
経
師
に
関
係
し
た
門
徒
改

め
説
、
当
寺
三
世
日
戒
（
天
正
五
年
八
月
七
日
化
）
と
日
経
の
関

係
説
は
、
文
献
不
詳
の
為
確
定
は
さ
け
た
い
。
妙
法
寺
日
戒
説
は

論
外
。

(345）



経
師
の
『
千
僧
供
養
意
趣
日
記
（
元
和
元
年
）
（
２
）
』
に
よ
れ
ば

「
予
遭
法
難
篭
知
見
谷
庄
屋
、
累
年
月
依
抱
、
日
経
此
夫
婦
之
欲

救
護
、
勧
千
僧
供
養
、
此
大
善
願
結
始
、
之
為
功
徳
成
就
」
と
あ

り
、
知
見
谷
の
庄
屋
で
あ
っ
た
、
築
後
守
常
経
、
妙
経
の
夫
妻
に

序
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
築
後
守
常
経
に
つ
い
て
、
去
る
昭
和
三

。
。
。
。
Ｏ

十
八
年
、
南
横
川
の
某
家
に
て
「
真
珠
院
常
経
」
宛
の
日
経
の
書

状
を
確
認
、
無
年
号
の
三
月
吉
日
と
あ
り
、
山
根
師
『
日
経
上
人

御
消
息
集
』
に
見
ら
れ
る
「
真
珠
院
、
常
経
」
と
同
一
人
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
同
書
の
番
号
の
内
（
三
、
五
、
七
、
八
、
十
、

四
六
、
五
一
）
に
「
真
珠
院
」
の
名
が
見
ら
れ
、
同
書
の
内
（
二

九
、
四
九
）
に
「
常
経
よ
り
、
常
経
坊
」
と
あ
り
、
前
例
の
玉
泉

坊
日
導
の
如
く
、
在
家
の
道
心
と
し
て
坊
号
を
許
さ
れ
た
も
の
か

知
見
谷
に
は
慶
長
十
六
年
に
「
本
妙
寺
」
が
日
秀
を
開
基
と
し
て

建
立
さ
れ
、
大
日
本
史
料
常
楽
編
所
載
『
族
譜
』
に
見
ら
れ
る
「
掃

部
」
と
の
関
係
は
興
味
を
起
さ
せ
る
。

山
根
師
『
日
経
上
人
御
消
息
集
』
の
「
鷲
山
坊
」
に
つ
い
て

（
九
、
二
二
、
二
八
、
四
二
）
の
内
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
、
日
経

記
な
ど
を
対
照
す
る
と
、
入
牢
の
法
難
を
受
け
た
よ
う
に
見
ら
れ

る
が
、
更
津
成
就
寺
に
経
師
本
尊
を
寄
進
せ
る
物
に
「
鷲
山
坊

日
延
」
と
あ
り
、
鷲
山
坊
の
法
難
に
つ
い
て
、
関
連
せ
る
も
の
か

日
秀
宛
の
書
状
に
「
殊
更
一
段
と
物
入
り
寺
一
造
作
ノ
刻
、
我
等

を
可
置
と
小
座
迄
結
構
に
、
畳
ま
で
念
之
入
候
事
、
念
深
志
厚
近

◎
◎
。
◎

比
祝
着
申
候
、
乃
至
、
又
鷲
山
坊
迎
と
被
仰
候
、
先
以
御
無
用
と

見
合
被
下
云
を
」
と
あ
り
、
日
秀
に
よ
っ
て
京
都
に
寺
が
建
立
さ

れ
た
事
は
、
日
秀
一
返
首
題
に
「
前
略
、
為
末
代
仏
法
山
慶
伝
寺

常
高
院
相
伝
之
、
存
慶
境
住
坊
日
智
与
之
」
と
あ
っ
て
、
慶
伝
寺

が
法
難
後
ま
も
な
く
建
立
さ
れ
、
日
経
書
状
に
「
預
懇
札
に
慶
伝

了
碩
、
折
伏
談
義
御
持
□
よ
ミ
申
候
由
」
又
「
折
伏
之
立
行
な
く

〈
薬
昌
も
不
入
」
と
あ
り
、
山
根
師
『
日
経
上
人
御
消
息
集
』
の

正
善
院
、
境
智
院
宛
状
に
「
又
京
廿
一
ヶ
寺
謀
叛
を
は
や
御
つ
け

◎
。
◎
◎

待
候
、
経
伝
事
早
を
洛
中
御
は
ら
い
待
候
」
と
あ
る
は
注
目
す
べ

。

◎

き
で
「
経
伝
」
と
あ
る
は
「
慶
伝
」
と
同
一
で
は
あ
る
ま
い
か
、

前
述
の
茂
原
清
宮
文
書
に
あ
る
「
慶
伝
・
了
碩
」
を
念
頭
に
置
い

て
、
慶
長
十
七
年
壬
子
七
月
三
日
の
本
尊
（
３
）
に
「
於
京
都
書
之
、

０
．

中
道
院
日
貴
与
之
、
了
碩
、
了
運
坊
」
と
あ
っ
て
、
経
師
は
京
都

に
一
時
居
住
し
て
い
た
事
が
知
ら
れ
、
日
経
の
建
仁
寺
帯
在
所
伝

と
共
に
、
経
師
と
慶
伝
寺
の
関
係
は
一
考
の
余
地
が
あ
り
、
慶
長

十
七
年
に
日
経
有
縁
の
寺
院
（
常
楽
寺
、
本
興
寺
）
が
迫
害
を
受

け
た
が
、
鷲
山
坊
の
法
難
も
、
慶
伝
寺
に
関
係
し
た
も
の
と
推
定

す
る
。
慶
伝
は
従
来
僧
名
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
が
、
日
秀
の

本
尊
付
記
に
よ
っ
て
「
寺
名
」
と
し
て
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
慶
伝
寺
は
現
存
の
「
妙
満
寺
末
寺
帳
」
に
無
い
の
で
、
慶
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長
十
七
年
以
後
再
興
さ
れ
な
か
っ
た
、
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
濡
伽
経
』
は
経
録
に
見
る
限
り
、
次
に
記
す
様
に
四
回
翻
訳

さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
三
訳
の
四
訳
三
存
の
経
典
で

あ
る
。
帥
曇
無
識
訳
・
楊
伽
経
四
巻
…
涼
訳
八
欠
本
Ｖ

伺
求
那
賊
陀
羅
訳
・
梼
伽
阿
賊
多
羅
宝
経
四
巻
…
宋
訳

例
菩
提
流
支
訳
・
入
傍
伽
経
十
巻
…
魏
訳

目
実
叉
難
陀
訳
・
大
乗
入
場
伽
経
七
巻
…
唐
訳

と
こ
ろ
で
、
『
唐
訳
』
に
は
女
帝
・
則
天
武
后
の
序
が
冠
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
於
て
『
唐
訳
』
訳
出
に
つ
い
て
、

〔
註
〕（
１
）

（
２
）

（
３
）

鰐
伽
経
に
お
け
る
訳
経
史
上
の

一
問
題
点

滴
水
要

慶
長
一
九
年
寂
八
一
才
（
同
寺
過
）

写
本
、
筆
者
蔵

大
綱
白
里
、
中
古
家
蔵

晃

０
．

三
陽
宮
内
重
出
二
斯
経
一
討
二
三
本
之
要
詮
一
成
二
七
巻
之
了

教
一
（
②
妬
・
珊
上
）

、
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
七
巻
の
訳
出
に
際
し
、
三
本
の
も
の

、
、

を
参
照
し
た
と
見
る
事
が
で
き
る
が
、
三
本
が
何
を
意
味
す
る
も

の
か
不
明
瞭
で
あ
る
。
『
唐
訳
』
翻
訳
の
様
子
を
記
す
も
の
に
は
、

他
に
法
蔵
の
『
入
梧
伽
心
玄
義
』
が
あ
る
。
（
以
下
『
心
玄
義
』

と
略
記
）
『
唐
訳
』
は
実
叉
難
陀
一
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
復
礼
、
法
蔵
等
の
者
と
共
に
訳
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
法

蔵
が
『
心
玄
義
』
中
に
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

今
則
詳
二
五
梵
本
一
勘
二
二
漢
文
一
取
二
其
所
得
一
正
二
其
所

失
一
（
②
釣
・
棚
中
）

、
、

こ
の
文
章
は
、
先
の
序
に
云
う
三
本
と
は
明
ら
か
に
矛
盾
し
て

、
、

い
る
。
『
心
玄
義
』
で
は
五
梵
本
二
漢
文
に
よ
っ
て
『
唐
訳
』
を

、
、

な
し
た
と
記
さ
れ
る
も
の
が
、
序
で
は
三
本
の
も
の
に
よ
っ
て
い

、
、

る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
序
の
三
本
と
は
何
を
指
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
は
既
に
鈴
木
大
拙
博
士
に
よ
っ
て
提
示

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
小
塙
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
更

に
若
干
の
検
討
、
推
論
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

先
ず
、
序
の
三
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
ど
の
様
な
解
釈
が
可
能

で
あ
ろ
う
か
。
第
一
に
漢
訳
三
本
、
第
二
に
梵
本
写
本
三
本
の
見

方
が
考
え
ら
れ
る
。
然
し
、
序
の
三
本
を
漢
訳
と
見
て
も
『
心
玄
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